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 「改革・開放」

広
東と
福
建の
両
省は 、
七八

年本か
ら
始まっ
た
中国
「
経
済

改革」
の
実験
地
域と
し
て 、
市

場経済を導入し 、香港・台湾

．
と
リン
ク
するこ
と
で

経済成
長

を
続けて
きた 。「
七
九
年か
ら
九

O
年ま
で
の一
二
年
間で 、
広
東
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は
本
物
か
っ・

省が一
三・
O
% 、
福建
省が一

一
・
O
%の
G
D
P
実
質嵐
長
率

を
実
現し
てい
る 。
全

国平均の

八・
七

%を大
き
く
上
回っ
てい

ま
す
と日
本
総
合
研
究
所
調査
部

高橋
進主
任
研
究
員・
呉
軍
警副

主
任

研究員）
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い
ま
マ
ス
コ
ミ
で
盛
ん
に
喧
伝
さ
れ
て
い

広
東と
福
建
を
き
基間
違

す 。
しか
も 、
その
両
側に
建
設

し 、
こ
れ
らの
経
誌
な
弱点だ

る
の
が
「
ア
ジ
ア
経
済
圏」

だ。

な
か
で
も

五
省
の
G
D
P
を
ド
ル
に
換
算す

中
の
も
の
を
含
め
て
工
場群
が
広

け
で
な
く、
中
国
の
「
改
革・
聞

香
港
p
台
湾
そ
し
て
広
東
・

福
建
省
を
擁
す

る
と 、
九
O
年
現
在で
約
千三
百

がっ
てい
ま
す 。
明
らかに 、
時

放」
路
線が
本物か
ど
うか 、
と

る
「
華
南
経
済
圏」
が
注
目
の
的
に
な
っ
て

肝
）品以前
十
一比
一一AU日しけれ
…

一口入き
な
塁カ
横たわっ
て

い
る 。

し
か
し 、

中
国
と
い
う
国
は
日
本
人

の 、
香
港と
シン
ガ
ポ
ール

の
合

ん 。
とい
うの
は 、

書
経
済
圏

あ
る

中国問題の
専
門家は
匿

に
は
推
し
測
れ
な
い
部
分
も
多
い 。

そ
こ
で

語、
あ
るい
は
A
SE
A
N
各

は
あ
く
まで
中国とい
う
社
会
主

名
を
条
件にこ
う
漏らした 。「
中

専
門
家
に
「
見
え
な
い
部
分」
を
聞
い
た 。

国の
経

済規模を
大
き
く上
回つ

義統一
経
済の
大
枠の
中に
あ
る

国に
対し
て
は 、
専
門家の
なか

てい
る 。
日
本
総
研に
よ
ると 、

ん
で
す 。
進出
企業は
リス
ク
を

で
も期
待と
不
安が
相半ば
し
て

日
本の
対
中
投
資は 、
今
年一
月

分
散
し 、
投

下資本を軽くし
た

い
ま
す 。
た
だ 、

不安の
部
分
を

か
ら三
月
ま
でに
十
億ドル
（
契

方が
良い
と
思い
ま
す」（さ
く
ら

強
調すると 、

中国政
府が
ピ
ザ

約ぺ
iス）
に
達し 、
すで
に
昨

銀
行
アジ
ア
部
津田
樹徳
華
僑

を
出
さな
く
なる 。
そ、
？すると 、

年の

投資額を
超え
てい
る 。

室
長）

’

研
究が
お
手
上
げに
なるの
で 、

「
最、
堤
広
東省の
広
州
深
・
「
華南
経
済
圏」
に
関し
て
は

なか
なか
本
音
が
言え
ない
状
況

別 、
珠
海に
行っ
て
き
ま
し
た
が 、

幾つ
か
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イン
ト
が

に
あ
りま
す」
とい
うの
だ 。
そ

その

経済発
展ぷ
りに
は
驚か
さ

指
摘さ
れ
てい
る 。「イン
フ
ラ
が

こ
で 、

中国問
題
では
常に
大胆

れ
ま
し
た 。
広
州か
ら
順
徳まで

決
定
的に
遅れ
てい
る」「重
工
業

な
発
言
をし
てい
る中

嶋嶺雄氏

の
道路
が
交
通
渋
滞で
凄い
ん
で

の
基
盤が
弱い」
など
だ 。
し
か

に
その「
査日」の
部
分
を
聞いた 。
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第
一
の一
言天
安
門」
が
あ
り
得
る

中
嶋

嶺
雄

（
東
京
外
国
語
大
教
授）

ど
うも
最
近 、

中国の「
改革・

開
放」
政
策に
対
す
る
日
本の
ビ

ジ
ネ
ス
界
やエ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
期

待
は
過
剰
で
は
ない
か 、
と関心
う

ん
で
す 。

警南
経
済
圏
で
あ
る
と

か
臼
本海
経
済
問 、
賀海
経
済
固

と
か 、
最
近
で
はパ
！

ツ
経
済
閤

な
ど
とい、
？υの
まで
出
て
き
た 。

と
こ
ろ
が 、
そ
うい
う
矢
先
に
タ

イ
で
は
あ
あい
う
こ
と
が
起
き
て

い
る 。
ア
ジ
ア
全
体が
経
済
的
活

力
を
持っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
な

ん
で
す
が 、
ア
ジ
ア
を
考
え
る
時

は
政
治 、
社
会
的
要
因
が
重
要
で

あっ
て 、
経
済
的
な
数
字
だ
け
で

管
写真
を
描
け
ない
と
こ
ろ
に
ア

ジ
ア
の
現
実
が
あ
る 。
ど
う
も 、

色々
な
ビ
ジョ
ン
が
交
錯
し
す
ぎ

てい
る
気
が
し
ま
す 。

中
国の
場
合
は 、
N
I
E
S
な

み
の
経
済
発
展
が
で
き
る
の
か 、

とい
うこ
と
が
問
題に
な
り
宇手， 。

こ
の
点に
つ
い
て
も 、
手
放
し
で

楽
観
視
は
で
き
ま
せ
ん 。
中
国
に

とっ
て
「
改
革・
開
放」
し
か
選

択
肢
は
ない
と
は
思
う 。
し
か
し 、

我々
が
そ
う
思っ
て
も 、

は
た
し
て
中国の
な
か
の

政
治 、
経
済
社
会
の
論

理
が
そ
うい
く
か
は 、
ま

だ
結
論
を
下
せ
ま
せ
ん 。

今
年の一
月
中
旬か
ら

一一
月
中
旬に
か
け
て
郡
小

平
が
南
方
視
察
を
し
ま
し

た 。
彼
は
「
改
革・
開
放」

を
全
面
的に
ぶ
ち
上
げ 、

党
中央
政
治
局
会議
や
全
国
人
民

代
表
大
会
な
ど
の
公
的
機
関
が
郡

小
平
路
線
を追
認
し
た
か
に
見、え

る 。
し
か
し 、
今
だ
に
い
わ
ゆ
る

保
守
派
に
対
す
る
攻繋
が
盛
ん
に

行
わ
れ
てい
ま
す
が 、

誰む
失
墜

し
てい
ない
ん
で
す 。
とい
う
こ

と
は 、
必
ず
し
ら
郷
小
平
路
線
が

勝
利
し
た
と
は
言
え
ない
訳で
す 。

秋か
ら
年末に
予
定
さ
れ
てい
る

一
四
回
党
大
会
を
見
な
け
れ
ば 、

当
面の
結
論
も
出
せ
ない
状
況
で

す 。そ
ら
そ
も
郷
小
平
が
南
方に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た
の
は 、

北京
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な

っ
た
か
ら
で
す 。
彼に
は
権威 、

カ
リ
スマ
性は
あ
る
が 、
政
治
の

実
態
は
卸
小
平の
思
う
よ
う
に
な

ら
な
かっ
た 。

ち
ょ
う
ど 、
毛
沢
東の
晩
年
と

似
て
い
ま
す 。
当
時 、
政
治
の
実

権は
劉
少
奇 、
郡
小
平 、
彰
真
ら

の
実権
派
が
握っ
てい
た 。
そ
こ

で 、
毛
沢
東
は
上
海に
脱
出
し 、

文
化
大
革命の
狼
煙
を
上
げ
た
ん

で
す 。
あ
れ
だ
け
波
制
万
丈
の
人

生
を
歩ん
だ
郡
小
平
が 、
最
後の

瞬
間に
なっ
て
思
う
よ
う
に
い
か

な
かっ
た
こ
と
が
今
回の
巻
き
返

し
の
原
動
力
に
なっ
た
と
思
う 。

彼
は
そ
れ、」
そ
死
に
物
在い
で
や

り
始
め
てい
ま
す 。
そ
も
そ
も
彼

は
政
治
の
公
職か
ら
は
身
を
引い

てい
る
人
で
す
か
ら 、
そ
の
人
が

ポ
ス
ト
部
小
平
は
？

中由に
は
「
二つ
の

悲奉点」

が
あ
り
ま
す 。
そ
れ
は
「
改
革・

開
放」
と
並
ん
で
「
四つ
の
謀未

原
則」
と
呼
ば
れ
て
い
る 。

こ
の
「
四つ
の
悲奉
原
則」
は 、

社
会
主
義の
道
と
人
民
民
主
主
義

独
裁 、
共
産
党の
支
配 、
マ
ル
ク

ス
・
レ
lニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思

想
で
す 。
共
産
党
は 、
こ
れ
を
絶

対
に
守
り 、
ブ
ル
ジョ
ワ
民
主
主

義
を
許
さ
ない 、
と
言っ
てい
る 。

「
改
革・
開
放」
と
「
四つ
の
基

本
原
則」
は
大
変
矛
盾
し
てい
る 。

現
在
は
郡
小
平の
権
威
で
押
さ
え

てい
る
が 、
彼の
周
り
は
保
守
派 、

雌
密
に
い
う
と
原
則
派
ない
し
は

反
郡
小
平
派
が
し
め
てい
る 。
部

小
平
は
こ
れ
ま
で
多
くの
人
を
切

っ
て
き
た 。
胡
耀
邦 、
超
紫
陽
を

失
脚
さ
せ 、
意
外と
敵
も
多い
ん

政治
の
前
面に
出
る
こ
と
自
体
が

異
常
な
こ
と
で
す 。
華
南
経
済
固

な
ど
の
「
改
革・
開
放」
路
線
が

経
済の
理
論
よ
り
も 、
政
治の
要

約に
よっ
て
故
意に
煽
ら
れ
てい

る
気
が
し
ま
す 。

で
す 。
政
治
局
常

務不6只
会 、
党

中央
顧

問委員
会
を
見
て
も
そ、ヲ

で
す
し 、
い
わ
ゆ
る「
八
老
治
国」

と
呼
ば
れ
る
八
人
の
長
老
も扮
尚

昆
以
外
は
皆 、
非
開卸
小
平で 、
陳

雲の
影
響
力
が
大
きい 。
こ
うい

う
状
況の
中
で 、
部
小
平が
政
治

的に
「
改
革・
開
放」
を
力説
し

て
も 、
ま
だ 、
その
帰
趨は
はっ

き
り
し
ない 。

ど
う
も
卸
小
平
は
孤
立
し
てい

て 、
ポ
ス
ト

郡
小
平
は
か
な
り

強

硬
な
社
会
主
義原
則
路
線
が
出
て

く
る
可
能
性が
強い 。
そ
う
し
な

い
と
社
蚕
主
義
が
内
部
か
ら山刷
れ

てい
くか
ら
で
す 。
そ
う
し
て 、

反
乱
が
起
き
る 、
第
二 、
第
三
の

天
安
門事
件 。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の

可
能
性が
か
な
り
高い 、
と
み
て

い
ま
す 。
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いずれにしても 、
革命第一

世代が
退場する時期が追って

いる 。
申由蛮A命の
総決算はひ

ょっとすると早いかも知れな

い ．
前上海市長の
朱鎗奏上

海市長の黄英
国務院の経済

政策のプレインで元上海市長

の涯道酒などの上海グループ

は社会主義原則派とは違って

いる 。ここから第二 、第三の越紫

陽、胡糧邦が出ないとは限ら

ない二則広
東省長の業選平や

朱鎗基などが 、思わない方向

、を打ち出すかも知れない 。彼

らにバトンが渡った時に申自

の社会主義が崩れていく可能

性もある 。「改革・開放」と言えば言

うほど 、内部から崩れていく 。

現実的には中国は赤い大陸が

沿岸地方からだんだん白くな

る 。最後は「北京丹項鶴」に

なってしまう 。ここに部小平

路線のジレンマがある 。逆に

保守派はそこを突いてくる 。

こんなことをやっていると元

も子もなくなると 。

ここを見定めないと 、対中
投資はかなりのリスクを伴う

でしょう 。このリスク
を覚悟

して
按資をするなら 、やれば

いいと思いますね 。

アジア安全保障の空白

今 、アジアは安全
保障上の

空白期にあります 。旧ソ速が

カムラン湾から撤退し 、アメ

リカもフィリピンの米軍基地

を撤去する 。ところが 、
中国

は国防費主
削年度比十数%の

勢いで増加させている 。

中国は
湾岸戦争でアメリカ

のハイテク兵器の威力を思い

知らされた 。と同時に 、
中国

はアメリカによる世界新秩序

に対抗する姿勢を示した 。

そうした中で 、
中園の第三

世界に対する従来からの政策

があるし 、
中国自身が武器を

輸出しています 。これはかな

り大きなシェアを持っていま

す 。イラン・イラクの両方に

売りつけ 、
東南アジア諸国に

＆掃出している 。
中国はソ連崩寝後の新秩序

の一
角を占めたい 、という意

識があることは間違いない 。

ところが 、天安門事件で西側
の中国に対するイメージは悪

くなり 、厳しい状況にある 。

そこで中国は居直って 、自ら

が中心になり 、そして 、でき

るだけ日本をそこに引き込ん

で 、アジアの新しい
秩序を作

るヲとする傾向が見ら
れます。

そのためには 、日本が政治大

国になることは認める 。今の

日
中関係を基緬にして日本が

政
治大国のなることは中国に

とっても得である 、という判

断です 。
天皐訪中に対する中

国側の強い
要請も 、そういう

状況をみれば分かる 。

ところが 、日本は日史尻好

というこ国間関係だけ
を考え

てきた 。
中国に対しては気兼

ねをして 、何かを言われると

頭を下げる「対
中国位まけ外

交」を日本は二十年間も続け

てきた 。いま必要なことは 、

世昇問な枠組みの中で対中政

策
を考えることだ 。このこと

は 、日本がアジアの一員だか

らこそ必要なんです 。中国は

人権よりも
生存権の方が優先

すると居直っているんです 。

そうい
？中国と 、日本は一

緒なのか 、と見られている 。

人類の普遍的課題について 、

日本は
無自覚で 、
企業利益の

ために中国と一緒になってい

ると 。閉鎖的に中国と日本が

手
を携える 、という形は出来

るだけ避けた方が良い 。

ところが 、どうも最近は意

識の上でアジア
主義的なもの

が強まっている 。先程の色々

な
経済圏構想もそういう傾向

の現札だ 。それでは 、他の経

済圏がダメなのか 、というこ

とになる 。アジアをプロック

として考えるべきではない 。

情報の国境がなくなり 、相互

依存の関係が－』こまで
くると 、

日本の対中政策は聞かれたア

ジ
ア主義でなければ
ならない 。

プッシュ
大統領は米中関係

を何とかしようとしたが 、こ

のところ
指導力も低下し 、見

る影もない 。アメリカは武器

輸出 、原子刀開発、
宇宙開発

ー！li－－
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などの問題で中国に対して疑

心暗鬼になっています 。ココ

ム規制の問題でも 、アメリカ

はソ連・東欧に対しては規制

緩和に動いているが 、
中国に

は厳しい態度で臨んでいる 。

アメリカ議会は
碁本的に中

国を信用していない 。やはり

天安門事件が大きかった 。米

中関係は今後、摩擦が大きく

なると思います 。その分 、中

国は日本にすり寄ろうとする

でしょう 。日本がそれに乗っ

ていくと 、こんどは日米関係

がより深刻になります 。アメ

リカの
大統領が誰になろうと

も 、日米関係は波乱含みです

から 、
中国との関係は慎重に

していく必要がある 。

日本は中国に対して 、一つ

一つ
問題を正して行かなけれ

ばならない 。日本の企業も全

体の固蚤のなかで成り立って

いる訳ですから 、抜け駆けの

巧名を
競うなどということは

しない方がよい 。そういう意

味で今後は 、企業の品格が関

われます 。

（談）
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